
小さ
くて
も元気

で明るい輝きのあるま

ち

町報

Ｎｏ.499

10月
2012

今月号の
主な内容

■まちの決算
■おめでとう！高齢者叙勲
　北信越かがやき総体
　JCP 全国写真展覧会
■インフルエンザを予防しましょう
■水道・下水道料金の減免

……………………………………2～5
……………………6～7

……………10
………………………15

■まちの人口　3,370人（－６）
男　1,573人（－６）
女　1,797人（±０）

■世帯数　　1,124世帯（－１）

９月末現在（　　）は前月比

親子ではじめての運動会
　９月29日(土)、子供の国保育園で運動会が開催され、
各クラスごとのダンスや競技など日頃の練習の成果を
披露。はじめての運動会に参加の子どもたちは、お父
さんお母さんと一緒に参加し、とてもうれしそうでし
た♪
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【一般会計】町が基本的な施策をまかなう

　　　　　　予算

【特別会計】一般会計と区分し、特定の事

　　　　　　業を行う予算

【町　　税】みなさんが納めた税金

【繰 入 金】各種基金の取り崩しによって

　　　　　　繰り入れたお金

【分担金・負担金】特別の利益を受けた方から負

　　　　　　担していただいたお金

【諸 収 入】雑入など、その他のさまざま

　　　　　　な収入

【地方交付税】所得税など国が徴収した税金

　　　　　　の中から、町の財政状況に応

　　　　　　じて交付されるお金

【町　　債】町の借金。大きな事業を行う

　　　　　　ために国や金融機関から借り

　　　　　　入れたお金

【国・県支出金】特定の目的のために国や県か

　　　　　　ら交付されたお金

【自主財源】町独自に入ってくるお金

【依存財源】国や県から交付されたり、借

　　　　　　り入れたりしたお金

【人 件 費】町職員の給与や、町議会議員

　　　　　　などの報酬

【扶 助 費】法令に基づき支出される経費。

　　　　　　子ども手当、医療扶助など

【公 債 費】借り入れたお金の返済金

【普通建設事業費】道路、施設などの新増設、改

　　　　　　良などの建設事業に使うお金

【積 立 金】積み立てたお金

【物 件 費】消耗品、臨時職員賃金など

平成23年度

決
算
報
告

見
て
み
よ
う

　
　わ
が
町
の
家
計
簿

見
て
み
よ
う

　
　わ
が
町
の
家
計
簿

み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
は
、
こ
の
一
年
間
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

歳入総額
35億8,358万円

町　税
8億4,251万円
23.5％

その他
6,809万円
1.9％

自主財源
31.2％
自主財源
31.2％

依存財源
68.8％

繰入金
3,927万円　1.1％

諸収入
4,975万円　1.4％

分担金及び
負担金

2,743万円　0.8％

地方交付税
15億6,670万円
43.7％

町債
2億8,642万円
8.0％

国・県支出金
5億4,275万円
15.1％

その他
1億6,066万円
4.5％

歳出総額
33億7,515万円

公債費
7億5,089万円
22.2％

その他
9,072万円
2.7％

義務的
経費
46.3％

義務的
経費
46.3％

その他の
経費
41.5％

投資的経費
12.2％

扶助費
2億520万円
6.1％

災害復旧事業費
7,371万円
2.2％

人件費
6億739万円
18.0％

補助費
4億9,503万円
14.7％

繰出金
4億997万円
12.1％

積立金
1,820万円
0.5％

物件費
3億8,804万円
11.5％

普通建設事業費
3億3,600万円
10.0％
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歳
入
総
額

 

35
億
８
，
３
５
８
万
円

歳
出
総
額

 

33
億
７
，
５
１
５
万
円

　一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、
35
億

８
，
３
５
８
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
、

６
億
１
，
２
１
８
万
円
、
率
に
し
て

14
・
６
㌫
減
少
し
ま
し
た
。
減
少
の
主

な
要
因
は
、
経
済
対
策
事
業
お
よ
び
情

報
基
盤
整
備
事
業
（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

整
備
）
の
交
付
金
、
地
方
交
付
税
の
減

少
に
よ
る
も
の
で
す
。

　自
主
財
源
は
、
11
億
１
，
９
６
２
万

円
、
こ
の
う
ち
８
億
４
，
２
５
１
万
円

が
町
税
で
す
。
町
税
は
前
年
と
ほ
ぼ
同

額
で
、
歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合
は

23
・
５
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　次
に
多
い
の
が
、
そ
の
他
の
１
億

６
，
０
６
６
万
円
で
、
前
年
と
ほ
ぼ
同

額
で
し
た
。
主
な
も
の
は
、
平
成
22
年

度
か
ら
の
繰
越
金
１
億
１
，
５
７
７
万

円
、
町
営
バ
ス
、
町
営
住
宅
な
ど
の
使

用
料
２
，
２
８
１
万
円
で
す
。

　諸
収
入
は
４
，
９
７
５
万
円
で
、

２
，
４
４
０
万
円
の
減
で
す
。
主
な
要

因
は
、
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
に
出

資
し
て
い
た
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
の
返

還
金
７
７
３
万
円
、
江
府
町
土
地
改
良

区
か
ら
の
返
還
金
９
０
８
万
円
と
県
道

を
除
雪
し
た
経
費
１
，
０
５
８
万
円
が

減
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ
る
繰
入

金
は
、３
，
９
２
７
万
円
で
、前
年
度
と

比
較
し
て
３
，
４
１
９
万
円
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
主
な
要
因
は
、
ス
キ
ー
場

雪
崩
事
故
に
対
応
す
る
た
め
の
経
費
と

し
て
、
３
，
０
０
０
万
円
を
取
り
崩
し

た
も
の
で
す
。

　依
存
財
源
（
地
方
交
付
税
、
町
債
な

ど
）は
、24
億
６
，
３
９
６
万
円
で
し
た
。

　こ
の
う
ち
地
方
交
付
税
は
、
15
億

６
，
６
７
０
万
円
で
、
歳
入
全
体
の

43
・
７
㌫
を
し
め
、
前
年
度
よ
り
、

８
，
５
３
４
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
交
付
税
措
置
さ
れ
る
町
債
の

償
還
金
の
減
少
、
大
雪
対
策
経
費
の
減

少
な
ど
で
減
と
な
り
ま
し
た
。

　町
債
は
、
２
億
８
，
６
４
２
万
円
を

借
り
入
れ
、
農
道
、
町
道
、
ス
キ
ー
場

安
全
対
策
施
設
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、
ス
キ
ー
場
安
全
対
策
施

設
整
備
を
行
う
た
め
借
り
入
れ
た

７
，
３
６
０
万
円
と
、
普
通
交
付
税
の

振
替
財
源
と
し
て
の
臨
時
財
政
対
策

債
１
億
４
，
２
０
２
万
円
で
す
。

　ま
た
、
国
県
支
出
金
は
、
５
億

４
，
２
７
５
万
円
で
５
億
８
，
８
５
８

万
円
減
少
し
ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、

経
済
対
策
関
連
交
付
金
４
億
９
，
２
０

０
万
円
、
情
報
基
盤
整
備
事
業
補
助
金

１
億
９
，
５
５
０
万
円
が
減
と
な
り
、

災
害
復
旧
事
業
補
助
金
２
，
７
３
６
万

円
、
社
会
資
本
整
備
交
付
金
１
，
８
８

４
万
円
、
県
道
除
雪
委
託
金
３
，
５
２

３
万
円
が
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　歳
出
決
算
額
は
、
33
億
７
，
５
１
５

万
円
、
前
年
度
よ
り
７
億
４
８
４
万
円

減
少
し
ま
し
た
。

　公
債
費
に
つ
い
て
は
、７
億
５
，０
８
９

万
円
で
、
前
年
度
よ
り
、
４
，
７
４
２

万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　減
少
の
主
な
要
因
は
、
平
成
９
年
、

10
年
で
借
り
入
れ
た
過
疎
対
策
事
業
債

の
償
還
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　人
件
費
は
、
６
億
７
３
９
万
円
で
、

９
３
４
万
円
増
と
な
り
ま
し
た
。
主
な

要
因
は
、
共
済
組
合
負
担
金
と
退
職
手

当
組
合
負
担
金
で
、
２
，
４
５
８
万
円

の
増
、
町
長
な
ど
の
特
別
職
、
一
般
職

の
給
与
で
１
，
０
０
２
万
円
が
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　扶
助
費
は
２
億
５
２
０
万
円
で
、
介

護
給
付
費
、
生
活
保
護
扶
助
な
ど

１
，
５
４
３
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　普
通
建
設
事
業
費
は
、３
億
３
，６
０
０

万
円
で
５
億
２
，
９
４
１
万
円
減
と
な

り
ま
し
た
。増
減
の
主
な
も
の
は
、情
報

基
盤
整
備
整
備
事
業
５
億
９
，
４
６
７

万
円
、経
済
対
策
関
連
事
業
５
，７
１
６

万
円
が
事
業
完
了
で
減
と
な
り
、
町
道

洲
河
崎
下
安
井
線
改
良
事
業
２
，
５
８
９

万
円
、
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
改

修
２
，
５
６
２
万
円
、
ス
キ
ー
場
安
全

管
理
施
設
整
備
７
，
３
６
０
万
円
が
増

と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
台
風
12
号
な
ど
の
自
然
災
害

で
被
災
し
た
施
設
な
ど
の
復
旧
費
が

７
，
３
７
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。▲女良谷スタート地点に設置された雪崩防護堤 ▲第２リフト終点に設置された気象観測装置
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　補
助
費
は
、
４
億
９
，
５
０
３
万
円

で
、
主
な
も
の
は
、
衛
生
施
設
組
合
負

担
金
８
，
５
２
８
万
円
、
西
部
広
域
行

政
管
理
組
合
負
担
金
１
億
１
，
８
５
０

万
円
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
交

付
金
９
，
１
６
９
万
円
な
ど
で
す
。

　繰
出
金
は
、
総
額
４
億
９
９
７
万
円

で
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
主
な
も
の
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
、
介
護
保
険
事
業
な
ど
の
医
療
・
介

護
事
業
関
係
の
特
別
会
計
に
２
億

１
，
６
７
４
万
円
、
下
水
道
の
特
別
会

計
に
９
，
８
２
９
万
円
、
簡
易
水
道
特

別
会
計
に
４
，
８
５
６
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　繰
越
額
は
、歳
入
総
額
35
億
８
，３
５
８

万
円
か
ら
歳
出
総
額
33
億
７
，
５
１
５

万
円
を
差
し
引
い
た
２
億
８
４
３
万
円

に
、さ
ら
に
繰
越
費（
例
外
的
に
年
度
を

越
え
て
支
出
で
き
る
経
費
）３
，７
０
５

万
円
を
差
し
引
い
た
１
億
７
，
１
３
８

万
円
が
、
平
成
24
年
度
へ
の
純
繰
越
金

と
な
り
ま
す
。

公債費の推移過去５年間 町税の推移過去５年間

町民一人当たりに使われたお金 基金の推移過去５年間

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

25

20

15

10

5

0

11

10

9

8

7

6

5

9.5

9

8.5

8
平成19年度

公債費 人件費 補助費 繰出金 物件費 積立金扶助費 災害復旧事業費普通建設事業費 その他

9億895万円

8億8,670万円

8億5,397万円

8億3,757万円

8億4,251万円

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成19年度

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

億円

万円 億円

億円

１
億
７
，１
３
８
万
円

　
　平
成
24
年
度
へ
繰
越

6億9,290万円 6億6,852万円 6億8,607万円

9億9,739万円 9億8,131万円

7億7,275万円 7億8,227万円 8億1,609万円 7億8,348万円 7億5,089万円

1億4,962万円1億4,962万円

繰上償還分

1,483万円

26,651円

5,347円

21,654円

60,282円

98,707円

113,995円
120,438円

145,426円

178,434円

220,590円
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早期健全化基準

財 政 再 建 基 準

23年度

22年度
算定結果

23年度

22年度
算定結果

赤字なし

赤字なし

15.0

20.0

区　　　　分

　 実質赤字比率
(一般会計などを対象と

した実質赤字の標準財

政規模に占める割合)

赤字なし

赤字なし

20.0

30.0

 連結赤字比率
（全会計の実質赤字が

標準財政規模に占める

割合）

19.6

21.2

25.0

35.0

 実質公債費比率
（一般会計などが負担

する公債費が標準財政

規模に占める割合）

102.0

114.7

350.0

  将来負担比率
(一般会計などが将来負

担すべき債務が標準財

政規模に占める割合)

区　　　　分

経営健全化基準

赤字なし

赤字なし

赤字なし

赤字なし

赤字なし

赤字なし

赤字なし

赤字なし

20.0

簡易水道事業
特定環境保全
公共下水道事業

農業集落排水
事業

林業集落排水
事業

赤字なし

赤字なし

索道事業

■公営企業会計資金不足比率

※標準財政規模は、一般財源の標準的な規模を示す指標で、江府町の23年度数値は22億5,043万円です。

■健全化判断比率

特 別 会 計 決 算

地方財政健全化法に基づく財政状況

住宅新築資金等貸付事業

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介護保険（保険事業勘定）

介護保険（サービス事業勘定）

老人保健施設

後期高齢者医療

索道事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

林業集落排水事業

特定環境保全公共下水道事業

江尾財産区

神奈川財産区

米沢財産区

　　　　　合　計

248万円

4億2,058万円

3億1,217万円

5億1,764万円

306万円

9,562万円

4,828万円

6,595万円

1億309万円

2億2,884万円

576万円

5,906万円

285万円

35万円

753万円

18億7,326万円

181万円

3億6,921万円

2億8,930万円

4億9,851万円

152万円

9,562万円

4,661万円

6,595万円

9,940万円

2億1,780万円

525万円

5,632万円

22万円

7万円

697万円

17億5,456万円

67万円

5,137万円

2,287万円

1,913万円

154万円

0万円

167万円

‐

369万円

1,104万円

51万円

274万円

263万円

28万円

56万円

1億1,870万円

‐

1,069万円

5,018万円

6,940万円

‐

4,441万円

1,757万円

170万円

4,846万円

7,889万円

449万円

1,491万円

‐

‐

‐

3億4,070万円

一般会計からの
繰入金

歳　出歳　入会　計　名 収　支

　平成23年度決算に基づく健全化判断比率などについては、早期健全化基準を下回り、ただちに財政健全化

計画の策定が求められる状態ではありません。
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　加
藤
信
夫
さ
ん
（
杉
谷
、

88
歳
）
が
高
齢
者
叙
勲
で
、

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
加
藤
さ
ん
は
、
昭
和

40
年
７
月
に
江
府
町
議
会
に

当
選
就
任
し
て
以
来
12
年
間
、

豊
富
な
農
業
経
験
と
卓
抜
な

る
識
見
を
も
っ
て
地
方
自
治

の
発
展
に
貢
献
し
、
特
に
昭

和
51
年
か
ら
52
年
ま
で
の
間
、

江
府
町
議
会
議
長
と
し
て
環

境
の
整
備
及
び
広
域
行
政
の
推
進
な
ど
町
政
の
発
展
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
に
つ
い
て
加
藤
さ
ん
は
「
受
章
を
光

栄
に
思
い
ま
す
。
今
後
、
健
康
に
気
を
つ
け
、
毎
日
を
暮
ら

し
て
い
き
た
い
。
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

※

高
齢
者
叙
勲
と
は
、
春
秋
叙
勲
に
よ
っ
て
勲
章
を
授
与
さ
れ
て
い
な
い

功
労
者
に
対
し
て
は
、
年
齢
88
歳
に
達
し
た
機
会
に
勲
章
を
授
与
し
ま
す
。

旭
日
単
光
章
に
輝
く

　
　
　
　
　
　
加
藤
信
夫
さ
ん

旭
日
単
光
章
に
輝
く

　
　
　
　
　
　
加
藤
信
夫
さ
ん

　須
藤
さ
ん
は
、
江
府
中
学
校
を
卒
業
後
、
親
元
を

離
れ
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
強
豪
校
の
高
田
商
業
高
校
（
奈

良
県
）
に
進
学
。
今
年
高
校
生
活
最
後
の
３
年
生
で
、

８
月
８
日
〜
14
日
、
新
潟
市
営
庭
球
場
で
行
わ
れ
た

２
０
１
２
イ
ン
タ
ー
ハ
イ(

北
信
越
か
が
や
き
総
体)

に
お
い
て
輝
か
し
い
成
果
を
お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

　団
体
戦
の
決
勝
で
は
、
昨
年
優
勝
・
東
北
高
校
の

連
覇
が
か
か
っ
た
団
体
戦
、
こ
れ
に
挑
む
か
た
ち
と

な
っ
た
高
田
商
業
高
校
（
奈
良
県
）
。
２

－

１
で
東

北
が
２
年
連
続
３
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
、
惜
し
く

も
高
田
商
業
は
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
個
人
戦
で

は
、
３
２
０
ペ
ア
の
中
か
ら
ハ
イ
ジ
ャ
パ
王
者
と
し
て
、

厳
し
い
ヤ
マ
か
ら
も
堂
々
の
決
勝
を
果
た
し
ま
し
た
が
、

決
勝
戦
で
は
中
京
高
校
に
功
守
の
バ
ラ
ン
ス
よ
く
戦
わ
れ
、

畳
み
か
け
る
攻
撃
が
で
き
ず
、
無
念
の
涙
を
流
し
準
優
勝

と
な
り
ま
し
た
。

　高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
須
藤
さ
ん
は
、
「
実
力
の
あ

る
先
輩
た
ち
と
３
年
間
一
緒
に
練
習
で
き
た
こ
と
、
そ
し

て
仲
間
と
勝
ち
取
っ
た
賞
。
大
変
う
れ
し
い
で
す
。」と
笑

顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
舞
台
で
ひ
と
回
り
も
ふ
た

回
り
も
大
き
く
な
っ
た
経
験
は
、
今
後
大
き
な
自
信
に
な

っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

※

ハ
イ
ジ
ャ
パ

　ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
テ
ニ
ス
２
０
１
２
の
略

　平
成
24
年
６
月
21
日（
木
）〜
24
日（
日
）北
海
道
に
て
開
催
優
勝

※

ぎ
ふ
清
流
国
体
（
第
67
回
国
民
体
育
大
会
）
優
勝

　平
成
24
年
９
月
30
日(

日)

か
ら
10
月
３
日(

水)

岐
阜
県
に
て
開
催

２
０
１
２
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
北
信
越
か
が
や
き
総
体
）

団
体
戦
準
優
勝
・
個
人
戦
準
優
勝
に
輝
く
須
藤
大
貴
さ
ん

２
０
１
２
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
北
信
越
か
が
や
き
総
体
）

団
体
戦
準
優
勝
・
個
人
戦
準
優
勝
に
輝
く
須
藤
大
貴
さ
ん

(

池
の
内
出
身)

(

池
の
内
出
身)

き
ょ
く

じ
つ

た
ん

こ
う

し
ょ
う

▲旭日単光章を受賞し、竹内町長から伝達を受ける加藤信夫さん

▲気迫をみなぎらせてプレーする須藤さん(右)

韓・中・日（韓国・中国・日本）のオリンピック大会にも参加し
て、国際交流にも貢献（左側から２番目が須藤さん）
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　「
ま
ち
の
話
題
」
で
は
、
み
な
さ
ま
方

か
ら
の
記
事
や
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

総
務
課
☎
（
75
）
２
２
１
１
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
に

 

清
水
弘
美
さ
ん
（
袋
原
・
再
）

 

前
田
恵
子
さ
ん
（
佐
川
・
新
）

教
育
委
員
に

 

清
水
弘
美
さ
ん
（
袋
原
・
再
）

 

前
田
恵
子
さ
ん
（
佐
川
・
新
）

　９
月
30
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
改
選
と
な
っ
た

２
名
の
教
育
委
員
の
辞
令
が
、
10
月
１
日
に
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
委
員
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、

再
任
の
清
水
弘
美
委
員
（
袋
原
）
と
新
任
の
前
田
恵

子
委
員
（
佐
川
）
。
本
町
の
教
育
振
興
に
関
し
、
教

育
行
政
執
行
機
関
の
一
員
と
し
て
４
年
間
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
任
期
満
了
で
退
任
と
な
り
ま
し

た
宮
本
師
子
委
員
に
は
、
学
校
教
育
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
分
野
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
応
急
生
活

物
資
供
給
な
ど
の
支
給
に
関

す
る
協
定
書
締
結
式

災
害
時
に
お
け
る
応
急
生
活

物
資
供
給
な
ど
の
支
給
に
関

す
る
協
定
書
締
結
式

　鳥
取
県
生
活
協
同
組
合
（
浜
江
隆
二
理
事
長
）
と
江
府

町
が
、
災
害
時
又
は
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
場
合
の
住
民
生

活
の
早
期
安
全
を
図
る
た
め
の
応
急
生
活
物
資
な
ど
供
給

の
協
力
に
関
す
る
協
定
の
締
結
式
を
10
月
１
日
、
江
府
町

役
場
で
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
協
定
に
よ
り
、
生
活
物
資
の
調
達
だ
け
で
は
な
く
、

各
町
村
の
支
援
物
資
集
積
場
所
か
ら
、
地
域
の
避
難
場
所

な
ど
へ
の
配
送
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　締
結
式
で
竹
内
町
長
は
、
「
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

さ
れ
る
み
な
さ
ま
と
の
連
携
が
、
住
民
の
安
心
し
た
生
活

に
つ
な
が
る
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
浜
江
理
事
長
は
「
生
協

そ
の
も
の
が
助
け
合
い
の
活
動
。
今
回
の
協
定
を
機
に
さ

ら
に
住
民
の
く
ら

し
の
向
上
に
前
進

し
て
い
き
た
い
。」

と
お
互
い
が
こ
の

協
定
で
町
民
の
く

ら
し
の
安
心
に
つ

な
が
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

写
真
家
に
よ
る
全
国
写
真

展
覧
会
で
入
選

　
　
　
　
　
　
　
小
谷
元
伸
さ
ん

写
真
家
に
よ
る
全
国
写
真

展
覧
会
で
入
選

　
　
　
　
　
　
　
小
谷
元
伸
さ
ん

　「
第
58
回
Ｊ
Ｐ
Ｃ
全
国
写
真
展
覧
会
２
０
１
１
全

国
展
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」で
、小
谷
元
伸
さ
ん
（
江

尾

　86
歳
）が
「
日
本
の
暮
ら
し
、
風
物
、
祭
り
、
行

事
」
を
題
材
と
し
た
第
３
部
に
出
品
さ
れ
、
見
事
に

入
選
さ
れ
ま
し
た
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
社
団
法
人

日
本
写
真
文
化
協
会
が
主
催
し
、
文
化
庁
が
後
援
す

る
も
の
で
、
国
内
で
最
も
格
式
の
高
い
コ
ン
テ
ス
ト

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
応
募
数
は
１
６
４
７

点
で
、
第
３
部
応
募
は
５
１
１
点
。
そ
の
中
か
ら
19

名
の
作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
広
大
な
鳥
取
砂
丘

の
一
角
で
シ
ー
ト
を
広
げ
て
休
ん
で
い
る
家
族
を
撮

っ
た
感
性
豊
か
な
す
ば
ら
し
い
作
品
で
す
。

　小
谷
さ
ん
は
、
50
歳
ご
ろ
か
ら
本
格
的
に
創
作
活

動
と
し
て
の
カ
メ
ラ
を
始
め
、
主
に
風
景
、
人
物
な

ど
を
収
め
て
き
ま
し
た
。
全
国
レ
ベ
ル
で
の
受
賞
は

今
回
が
３
回
目
。

　

｢

今
後
も
体
力
の
続
く
限
り
、楽
し
み
な
が
ら
撮
影

技
術
の
研
さ
ん
に
励
み
、
写
真
を
通
じ
て
美
し
い
風

景
な
ど
を
地
域
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
ま
た

ぜ
ひ
来
年
も
こ

の
展
覧
会
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
。｣

と
笑
顔
で

話
さ
れ
ま
し
た
。

▲笑顔で入選を喜ぶ小谷さん

▲協定の締結を交わす浜江理事長と町長

▲清水弘美さん

▲前田恵子さん
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　８
月
28
日（
火
）、
Ｊ
Ａ
共
済
鳥
取
が
地
元
と
連
携
し
て

安
心
で
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
む
「
地
域

の
安
心
・
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
、
鳥
取
県
西
部
９
市
町
村
の
交
通
安
全
対
策
協

議
会
に
交
通
安
全
資
材
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
へ
寄

贈
い
た
だ
い
た
資
材
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
２
基
（
大
河
原

集
落
で
設
置
）
、
広
報
用
車
載
音
響
装
置
一
式
、
歩
行
者

横
断
注
意
看
板
３
枚
（
俣
野
地
区
に
設
置
予
定
）
、
蛍
光

マ
グ
ネ
ッ
ト
３
枚
で
す
。

　交
通
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
て
、
交
通
安
全
資
材
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

交
通
事
故
ゼ
ロ
に
役
立
て
て

　Ｊ
Ａ
共
済
鳥
取
か
ら
交
通
安
全
資
材
を
寄
贈

交
通
事
故
ゼ
ロ
に
役
立
て
て

　Ｊ
Ａ
共
済
鳥
取
か
ら
交
通
安
全
資
材
を
寄
贈

　平
成
23
年
度
か
ら
毎
年
10
月
第
１
日
曜
日
を
「
江
府
町
防
災
の
日
」
と
定
め
、
住

民
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
災
害
時
の
迅
速
な
対
応
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町

内
一
斉
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　今
年
は
10
月
７
日（
日
）、
午
前
９
時
に
鳥
取
県
西
部
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
。

江
府
町
で
震
度
６
を
記
録
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
に
江
府
町

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
災
害
時
に
備
え
た
連
携
態
勢
や
応
急
対
策
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

　各
集
落
で
は
避
難
訓
練
、
消
火
栓
の
点
検
、
消
火
訓
練
、
防
災
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
な
ど
を
行
い
、
ま
た
、
栗
尾
集
落
で
は
、

栗
尾
自
衛
消
防
隊
及
び
江
府
町
消
防
団
に
よ
る

消
火
訓
練
と
江
府
町
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
炊

き
出
し
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　町
で
は
、
今
回
の
訓
練
で
の
改
善
点
を
見
つ

け
、
有
事
の
際
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
消

防
防
災
強
化
に
さ
ら
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　９
月
21
日
（
金
）
か
ら
30
日
（
日
）
ま
で
の
10
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
行
わ
れ
、
町
内
各
所
で
交
通
事
故
防
止
の
取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
朝
の
街
頭
啓

発
で
は
延
べ
１
０
５
名
が
参
加
し
、
通
学
・
通
勤
時
の
交
通
安
全
啓
発
を
行
い
ま
し

た
。
26
日
に
は
、
伯
耆
町
Ａ
コ
ー
プ
溝
口
店
駐

車
場
に
お
い
て
江
府
町
・
伯
耆
町
合
同
の
街
頭

広
報
が
行
わ
れ
、
通
行
す
る
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　ま
た
、
９
月
27
日
（
木
）
、
子
供
の
国
保
育

園
に
お
い
て
、
黒
坂
警
察
署
交
通
課
の
協
力
に

よ
り
、
チ
ラ
シ
と
啓
発
用
品
を
配
布
し
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
と
交
通
安
全
の
啓
発
を

行
い
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

平
成
24
年
度
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
防
災
の
日
」
一
斉
訓
練
を
実
施

「
防
災
の
日
」
一
斉
訓
練
を
実
施

▲栗尾集落での消防訓練

▲災害対策本部（防災・情報センター）での様子▲日赤奉仕団による炊き出し訓練

▲警察署員による啓発活動
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　９
月
21
日
（
金
）
、
町
と
日
野
総
合
事
務

所
福
祉
保
健
局
で
、
自
殺
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

郵
便
局
や
役
場
な
ど
、
接
客
を
主
と
す
る
16

事
業
所
に
向
け
、
う
つ
病
な
ど
の
心
の
病
気

の
早
期
発
見
（
気
づ
く
）
と
、
気
に
な
る
方

が
あ
っ
た
時
に
は
声
を
か
け
、
役
場
な
ど
の

身
近
な
機
関
に
相
談
す
る
よ
う
勧
め
る
（
つ

な
げ
る
）
こ
と
に
つ
い
て
、
啓
発
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　う
つ
病
は
、
決
し
て
め
ず
ら
し
い
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
体
の
病
気
と

ち
が
っ
て
、
ま
わ
り
か
ら
見
て
病
気
と
分
か

ら
ず
、
「
気
の
せ
い
」
「
が
ん
ば
り
が
足
り

な
い
」
と
い
う
誤
っ
た
考
え
方
を
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
う
つ
病
は
「
病
気
」

で
す
。
周
囲
の
人
の
理
解
と
支
援
が
、
回
復

へ
の
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。

 

気
づ
く

　２
週
間
、
毎
日
の
よ
う
に
次
の
よ
う
な
症

状
が
続
い
た
ら
、
う
つ
病
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　「
ぐ
っ
す
り
眠
れ
な
い
」
、
「
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
な
い
」
、
「
体
調
が
悪
く
て
毎
日

が
つ
ら
い
」
、
「
好
き
だ
っ
た
こ
と
に
も
や

る
気
が
起
き
な
い
」
、
「
も
の
ご
と
を
悪
い

方
に
ば
か
り
考
え
る
」
・
・
・
こ
れ
ら
は
ご

本
人
が
感
じ
る
症
状
で
す
。
周
囲
の
人
は
、

自
殺
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

自
殺
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

気
づ
こ
う
、
声
を
か
け
よ
う
、
つ
な
げ
よ
う
。

顔
色
、
言
動
、
行
動
か
ら
変
化
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 

声
を
か
け
る

　「
様
子
が
前
と
ち
が
っ
て
き
た
な
ぁ
、
ど

う
し
た
ん
だ
ろ
う
、
気
に
な
る
な
ぁ
」
そ
ん

な
と
き
に
は
、
「
ど
う
し
た
の
？
」
と
声
を

か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

 

つ
な
げ
る

　相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
人
が
身
近
に
い
る

と
分
か
る
だ
け
で
、
ま
た
、
誰
か
に
話
を
聞

い
て
も
ら
う
過
程
の
中
で
、
自
分
の
中
の
も

や
も
や
が
整
理
さ
れ
、
心
が
ぐ
ん
と
楽
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、
な
か
な
か
心
が
晴
れ
な
い
、
元

気
が
回
復
し
な

い
、
気
に
な
る

様
子
が
続
く
場

合
は
、
保
健
師

や
か
か
り
つ
け

の
医
師
、
心
療

内
科
な
ど
の
専

門
機
関
に
つ
な

げ
ま
し
ょ
う
。

食

改
おすすめ （10月）チャレンジクッキングチャレンジクッキング

さつまいもサラダ
材料（４人分）
さつまいも　　150ｇ（中1/2本）
酢　　　　　　小さじ２
りんご　　　　50ｇ（1/3個）
きゅうり　　　1/3本

　秋の食材が美味しい季節になりました。さつま芋やりんごを使ったほんのり甘いサラダで秋を感じて
みませんか。ヨーグルトを加えることで調味料の減量になりヘルシーなサラダになりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（食生活改善推進協議会）

作り方
①　さつまいもは洗って皮ごと２cm角のさいの目切りにし水にさら
　して、あくぬきして水気をきる。
②　①をなべに入れ、ひたひたの水でやわらかく茹でる。ざるに上
　げて水気を切り、酢をふりかけ粗熱をとる。
③　りんごは皮付きのままさいの目切り、きゅうりは小口切りにす
　る。（少し厚めに切る）
④　②、③、レーズン、マヨネーズ、ヨーグルト、塩を混ぜて冷蔵
　庫で冷やす。
⑤　サラダ菜などをひいた器に④を盛る。

１人分　エネルギー 102kcal
蛋白質　0.9ｇ　塩分相当量　0.1ｇ

レーズン　　　小さじ１
マヨネーズ　　大さじ２
ヨーグルト　　大さじ１
塩　　　　　　　  0.5ｇ
レタスまたはサラダ菜　80ｇ

保健・福祉の  窓

■
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
保
健
課

　保
健
係
（
75―

６
１
１
１
） ▲事業所での啓発活動
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　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
流
行
性
の

感
染
症
で
、
い
っ
た
ん
流
行
が
始
ま

る
と
、
短
期
間
に
多
く
の
人
へ
感
染

が
広
ま
り
ま
す
。
と
く
に
、
小
児
や

高
齢
の
方
、
妊
婦
の
方
、
呼
吸
器
や

心
臓
の
疾
患
や
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性

疾
患
の
方
は
、
重
症
化
し
や
す
い
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

　
　
　
　予
防
し
ま
し
ょ
う

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
？

①

　流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、

　か
か
っ
た
場
合
の
重
症
化
に
有
効

　で
す
。

②

　外
出
後
の
手
洗
い

　手
洗
い
は
、
手
指
な
ど
体
に
付
着

　し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

　を
取
り
除
く
た
め
に
有
効
な
方
法

　で
、
感
染
予
防
の
基
本
で
す
。
と

　く
に
、
外
出
後
の
手
洗
い
が
重
要

　で
す
。

③

　適
度
な
湿
度
を
保
つ

　空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の
粘

　膜
の
防
御
機
能
が
低
下
し
、

　感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な

　り
ま
す
。
50
〜
60
％
の
湿
度

　を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

④

　十
分
な
休
養
と
バ
ラ

　ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
摂
取

　睡
眠
と
栄
養
を
十
分
に
と
り
、

　抵
抗
力
を
高
め
て
お
く
こ
と

　も
発
症
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り

　ま
す
。

⑤

　人
混
み
へ
の
外
出
を

　控
え
る

　や
む
を
得
ず
人
混
み
に
外
出

　す
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
を
着

　用
す
る
こ
と
で

　感
染
を
防

　ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
と

思
っ
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？

①

　内
科
・
小
児
科
へ
の
受
診

　マ
ス
ク
を
し
て
早
め
に
医
療

　機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

②

　十
分
な
休
養
と
水
分
補
給

　無
理
を
し
て
学
校
や
職
場
等

　に
行
か
ず
、
安
静
に
し
て
十

　分
に
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　お
茶
な
ど
の
水
分
を
十
分
に

　補
給
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ1

Ｑ2

【普通のかぜとインフルエンザのちがい】

流行の
時期

症状
鼻水やのどの痛
みなどの局所症
状

一年を通してひ
くことがありま
す。

38℃以上の発熱やせき、の
どの痛み、全身の倦怠感や関
節の痛みなどの全身症状

１月～２月が流行のピーク。
ただし、４月、５月まで散発的
に流行することもあります。

インフルエンザかぜ

マスク!

手洗い

うがい

インフルエンザ予防接種を受けましょう
 ワクチン接種による効果が出現するまでに２週間程度を要することから、ワクチンは、毎年12月中旬
頃までに接種するようにしましょう。

町では、昨年にひきつづき、インフルエンザ予防接種にかかる費用を助成します。
詳しくは、10月中に助成券をお届けしますので、ご確認ください。

■問い合わせ先　福祉保健課　☎　75－6111

１回

年　齢

13歳未満のお子さま

13歳以上

２回

接種回数

鳥取県日野地区連携･共同協議会

このページは日南町、日野町、江府町、日野総合事務所が連携、共同して情報発信しています。

（鳥取県日野地区連携・共同協議会実施事業）今回は、共通テーマ「インフルエンザ対策」について、各町独自の

記事を掲載します。
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まちの教育

　
　
　
　
　江
府
小
学
校
の
結
果

◆
学
習
に
つ
い
て

　国
語
・
算
数
に
つ
い
て
は
、
「
知
識
」
「
活
用
」
と
も
に
全
国
平
均
を
上
回
る
結

果
で
し
た
。
理
科
で
は
、
「
知
識
」
は
や
や
低
か
っ
た
も
の
の
、
「
活
用
」
に
お
い

て
は
、
全
国
平
均
を
５
ポ
イ
ン
ト
近
く
上
回
る
結
果
で
し
た
。
ま
た
、
学
力
の
基
礎

と
な
る
学
習
へ
の
興
味
関
心
も
高
い
と
言
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

◆
生
活
習
慣
や
意
識
に
つ
い
て

　生
活
習
慣
に
つ
い
て
は
、
朝
食
・
起
床
は
良
好
な
結
果
で
し
た
が
、
決
ま
っ
た
時

間
に
寝
る
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
児
童
の
割
合
が
、
や
や
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

家
で
の
手
伝
い
や
地
域
行
事
へ
の
参
加
な
ど
は
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　「
き
ま
り
を
守
る
」
「
人
の
役
に
立
つ
」
と
い
っ
た
規
範
意
識
に
つ
い
て
は
、
全

国
や
県
の
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
「
夢
や
目
標
を
持
つ
」
と
い
う
点
で
は
、

や
や
低
い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　授
業
に
お
け
る
発
表
や
友
達
と
の
話
合
い
な
ど
は
よ
く
で
き
て
い
る
反
面
、
作
文

な
ど
文
章
を
書
く
こ
と
を
苦
手
と
す
る
児
童
の
割
合
が
や
や
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　家
庭
学
習
に
関
し
て
は
、
宿
題
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
児
童
が
し
て
い
ま
す
が
、
予

習
・
復
習
と
い
っ
た
学
習
に
取
り
組
む
児
童
は
少
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
学
習
時

間
も
全
国
平
均
と
比
べ
る
と
、
や
や
少
な
め
の
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　江
府
中
学
校
の
結
果

◆
学
習
に
つ
い
て

　全
て
の
教
科
に
つ
い
て
「
知
識
」
「
活
用
」
と
も
に
、
全
国
平
均
を
か
な
り
上
回

る
良
好
な
結
果
で
し
た
。
な
か
に
は
、
全
国
平
均
を
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
る
結
果

が
得
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
学
習
へ
の
興
味
関
心
も
高
く
、
学
習
は
大
切
だ
と

考
え
積
極
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
徒
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
調
査
問
題
に
「
最
後
ま
で
解
答
を
書
こ
う
と
し
た
」
と
回
答
し
た
生
徒
の
割
合

が
高
い
と
い
う
結
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

◆
生
活
習
慣
や
意
識
に
つ
い
て

　朝
食
・
起
床
・
就
寝
と
い
っ
た
生
活
習
慣
は
、
全
国
と
比
べ
て
も
、
か
な
り
良
好

な
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
規
則
正
し
い
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　「
き
ま
り
を
守
る
」
と
い
っ
た
規
範
意
識
は
高
い
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
特
に

「
あ
い
さ
つ
」
に
つ
い
て
は
、
全
国
に
比
べ
て
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
い
結
果
に
な
っ

て
い
ま
す
。
反
面
、
「
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
「
将
来
の
夢
や
目
標
を
持

つ
」
と
い
っ
た
自
尊
感
情
に
関
わ
る
項
目
で
は
、
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　読
書
が
好
き
と
い
う
生
徒
の
割
合
は
全
国
よ
り
も
高
く
、
長
い
時
間
読
書
し
て
い

る
生
徒
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　家
庭
学
習
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
同
様
、
宿
題
に
比
べ
て
予
習
・
復
習
と
い
っ
た

学
習
へ
の
取
り
組
み
は
や
や
少
な
い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　４
月
に
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
が
行
わ
れ
、
対
象
と
な
る
江
府
小
学
校
の
６

年
生
と
江
府
中
学
校
の
３
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　こ
の
調
査
は
子
ど
も
達
の
教
科
学
習
で
の
知
識
や
活
用
す
る
力
、
そ
れ
に
質
問
紙

に
よ
り
生
活
習
慣
や
意
識
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
。
例
年

は
国
語
と
算
数
・
数
学
と
い
う
２
教
科
で
し
た
が
、
今
年
度

は
理
科
も
加
え
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
か
ら

見
え
て
き
た
、
江
府
町
の
子
ど
も
達
の
実
態
や
課
題
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

　小
学
校
、
中
学
校
と
も
に
学
習
へ
の
関
心
が
高
く
、
全
国
平
均

ま
た
は
、
そ
れ
以
上
の
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
で
の
授
業
改
善
等
の
取
り
組
み
が
成
果
と
な
っ
て
表
れ
た
結
果

と
も
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
規
範
意
識
が
高
く
、
正
し
い

行
い
を
し
よ
う
と
す
る
児
童
生
徒
が
多
い
こ
と
は
頼
も
し
く
感
じ

ま
す
。
一
方
で
「
自
分
を
認
め
る
」
「
目
標
を
持
つ
」
と
い
っ
た

自
尊
感
情
が
弱
い
と
い
う
課
題
が
、
小
学
校
・
中
学
校
と
も
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
自
信
を
持
ち
、
目
標
に
向
っ
て
生
き
生
き
と
取
り
組
む
子
ど

も
達
を
育
て
て
い
く
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
中
で
一
人
一
人
を
し
っ
か
り
認

め
、
励
ま
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況

　
　
　
　
　
　調
査
結
果
に
つ
い
て

全
国
学
力
・
学
習
状
況

　
　
　
　
　
　調
査
結
果
に
つ
い
て
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まちの教育

平成24年度　人権・同和教育講座

　たんぽぽ学級　第５回を開講しました
平成24年度　人権・同和教育講座　

　たんぽぽ学級　第５回を開講しました
　９月20日（木）午後７時から平成２４年度たんぽぽ学級　第５回を開講しました。

　今回の講師、倉吉市男女共同参画係長で部落解放・人権政策確立要求鳥取県実行委員会　事務局次長　下吉真二さ

んに「鳥取県内にあいつぐ差別事件に学ぶ」と題して講演いただきました。下吉さんは講演のなかで、

と県内で今もなおなくならない差別事件の現状を具体的に示しながら、熱く訴えました。おもな事件は、戸籍不正入

手事件、差別落書き事件、投書事件、インターネットでの同和地区集会所をマップに掲載したものなどがあること。

そして、差別事件を引き起こす人の心情は、社会から孤立している。悩みやストレスをかかえて、それを誰にも相談

できない。というような、原因が考えられています。

●人間の目は錯覚をおこし、固定観念をもっていて、実際に目の前で見たものが常識で正しいと思っている。

●何が見えるかは何を見ようとするか見る人間の意識で大きく違ってくる。

●人から聞いた話は間違って伝わっていることがある。特に人権問題、差別の問題は予断と偏見から大きくなった歴

　史がある。

●より良い生き方をするためには知識・情報・体験によって大きく左右される。こういった学習の場で知識・情報・

　体験を吸収していくことが差別をなくすことにつながると考えている。

よかった理由
・知らない現状を知り、改めて差別をなくさなければという思いを強くした。

・具体的で大変わかりやすかった。グーグルマップの話にびっくりした。とんでもないことだ。差別をどんど

　ん広げていっているのにこれを規制し、罰することができないなんて。ネット社会の怖さを感じた。

・予想を裏切られた（いい意味で）非常によかった。来てよかった。この10年で３大講義の一つに入る。

・現在、インターネット社会でとても便利になっていると思いますが、常識を越えるようなことがおきている

　ことを知りました。

・差別の現実の厳しさ、そして自分自身もがその危険に侵されていることを実感することができた。わかりや

　すい内容でした。

・ネットによる差別など、知ってはいたが、具体的に示されてびっくりした。講師の先生の明るい口調の中か

　ら大きな問題が語られていてとても深い講演だった。

・差別事件が鳥取県内でも多数発生していることを知ったし、差別を罰する法律がなく、今そういう悪質な差別

　などを禁止する法律の制定に向けての取り組みがなされていることも知ることができた。参加してよかった。

・グーグルマップの悪用、心ない手紙、自分が想像する以上のことが起きていることを知り、大変ショックを

　受けた。

・知らなかった差別事件について詳しく知った。あまりにショックだったが400通も差別文の手紙を出しても、

　今の法律では裁けないことや、グーグルマップのことも知ってはいたが、説明してもらうことで現実を知った。

・リアルタイムの話は心にひびく。

　現実に起こっていることをどう認識し、行動に結びつけるかが大切。

・評する言葉もないほど感動とはこのことである。

・よい講師の先生を呼んでくださった。こういう話なら署名する人も増えるだろう。

100％以上
120％未満
40％

70％以上
100％未満
24％

120％以上
32％

無回答  4％

参加者数：30名　アンケート記入者：25名講座の振り返り

満足度
ア　よかった　　　　　 25名

イ　よくなかった　　　　0名

ウ　どちらともいえない　0名
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　わたしが暮らしている所は目の前に川が流れ寄り添うように国道が走り目線を転じれば緑の山並みが遠く

連なっているのが一目で見渡せます。春には桜をはじめとした花々が咲き誇り、夏には渓流釣師たちが自慢

のさおを並べます。秋から冬に掛けては寒さが身に染むようになりますが、それさえも一服の絵画を楽しむ

ためのエッセンスと思えば堪えられると云うものです。負け惜しみのようですが本当に自然環境には恵まれ

ています。そして、この町はごたぶんにもれず少子高齢化の町です。いわれてみれば町中を歩いている人は

一昔二昔に比べて少なくなったし、出歩く人も若い人たちはあまり見かけなくなりました。が、ここ数年少

しだけ変化したことがあります。それは朝な夕なに通学する子ども達の声と姿です。合併により新しくなっ

た江府小学校へ列を成して行きかう子ども達は見ているだけでこちらが元気になりますし、『おはよう』の

挨拶を聞けば本当にすがすがしい気持ちになります。この清らかな川の流れと共に何時までもこの風景が続

いてほしいと願うのは私だけではないと思います。しかし最近の報道で特に取り上げられているいじめの問

題は子を持ち孫を持つ身には捨置かれぬ事象です。県内の認知件数は約70件で小学、高校で増加していると

の事です。いたいけな子ども達が理不尽ないじめにより怪我をしたり心を病んで不登校になったり、かけが

えのない人生をリタイアせざる得ない状況に追い込まれるなど、あってはならないことが現実に増えつつあ

ることは、なんとも腹立たしくいたたまれない気持ちになります。いじめという陰湿な行動は被害者のみな

らずそれに関った人たち全てが不幸になるような気がします。もし最悪の結果にならずとも相手が相当の被

害を（本当は被害の多少ではないのですが）受けたとすれば、いくら、あれはいじめではなかったと自己弁

護しても長い人生において必ずその人自身に影響を与えるような気がします。少なくなった子ども達が、ま

た増えつつある高齢者達が、そして私達が、明るくさわやかにこの地域で暮らすためには、いじめや差別が

あってはならないと思います。そのためには大人達がしっかりと良い手本を示し子ども達を守り導いていか

ねばと考えます。今日もこの道を行き来する子ども達が、どうか明日も変わらぬ笑顔で何事も無く学び舎へ

そして最愛の家族が待つ家路へとつくことを願う私です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペンネーム　　かかし

…このコーナーでは、みなさんからの投稿をお待ちしています。教育委員会人権同和対策室までお寄せくだ

さい。

何気ない風景に

　普段の生活のなかで、身近な人権についての気づきをお寄せいただく

このコーナー。今月はペンネームかかしさんから、いじめや差別のない

社会をつくるには私たち大人がよいお手本を示さねばという身に詰まさ

れるお話です。子ども達は、言って効かせるのではなく、私たち大人の

することを見て育つといいますから。反省しきりです。

予告
子育てを楽しむ極意　キッズ専門講座（親子でチャレキング）

運動感覚を楽しく磨く講座
日　時　平成24年12月9日（日）午前10時から12時20分

場　所　日野町山村開発センター

対　象　満２歳以上の未就学児とパパ（ママも一緒の参加もO.K）

　　　　もっと子育てを楽しみたい。もっと子どもとふれあいたい。そんなパパに極意を伝授。

　　　　パパがハッピーになると、ママと子どももハッピーになる。そんな講座を開催します。

主　催　日野郡男女共同参画連絡会
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Hiya everyone!
　September is coming to a close as I write this entry.  It’ll be October already when you read this!  Earlier in 
the month, I helped Kofuchu with their Sports Day Festival, which we don’t have in America.  However, since I 
went to Japanese school on Saturdays when I was a kid, I was able to participate in one.  I was a runner in the 
baton race back then, and we came in first in the entire tournament.  We won a big trophy!
　A few days ago, three students of Kofuchu participated in West Tottori’s English Speech Contest.  All of 
them worked very hard for many weeks, and they all did very well.  They may not know it, but their speaking 
and understanding abilities are very impressive.  Although they didn’t win, their determination and hard work 
have paid off in other ways.  I believe they will only get better and better if they continue their English studies.  
Rock on, you guys!
　The other day, I saw a crab on the street!  I was very surprised.  In America, the only crabs I have seen are 
ones that were served on plates for dinner.  And we don’t even eat crab all that much.  I plan on going to 
Matsue this weekend to explore more of Japan.  I’ll tell you about my little trip next time!
Sincerely,Connie 

　こんにちは、みなさん！
　もう９月も終わろうとしています。みなさんがこれを読んでいる頃は10月になっていますね。９月の始めのことで
すが、江府中では体育大会があり、私はそのお手伝いをしました。体育大会自体アメリカにはありません。だた、私が
子どもの時に土曜日に日本人学校に行っていた時に一度参加することができました。その時、私はリレーのメンバー
になり、チームは1位になって大きなトロフィーを手にすることができました。
　数日前、江府中の３人の生徒が西部地区英語弁論暗誦大会に参加しました。３人とも、数週間に渡って非常に熱心
に練習をしました。また、当日はとても良い出来でした。自分たちは気づいていないかもしれませんが、話したり理
解したりする能力は非常に高いと思います。確かに、賞を取ることはできませんでしたが、今回取り組み、努力した
ことは別の点で成果を上げることができたと思います。これからも英語の勉強を継続すれば、ますます英語の力がつ
いていくだろうと確信しています。頑張っていきましょう！
　先日、私は通りでカニを見て、とても驚きました。アメリカでは、夕食のお皿にのったカニしか見たことが無かっ
たからです。それに、アメリカではそれほどカニを食べませんから…。
　この週末、もっと日本のことをよく知るために松江に行く計画を立てています。次回、その小旅行のことをお伝え
ましょう！
　では、また。カーニーより。

カーニ
ー先生のほのぼのコラム②
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(

(
(

(



15 平成24年10月号

informationinformation

くらしの情報

　町では、災害や故障、生活困窮などの場合に、給水料や下水道使用料を減免することができるよ

う、条例に規定しています。次のような場合には、申請により全額免除または減額が可能となります。

■給水料■

　宅内の給水装置（水道メーターから各家庭内にあるもの）の故障による漏水で使用水量が多量と

なった場合。ただし、次のいずれかに該当し、修繕したときのみ減免の対象です。

　①災害等の不可抗力で給水装置が破損したことにより漏水したとき。

　②給水装置の破損が、故意又は過失によるものでないとき。

　③破損箇所が、地中、壁内に配管された場所であること。又はその他の箇所で、所有者が適正な管理義務を

　　怠っていないとき。

★減免申請、認定の流れ

　

■下水道使用料■

　農業集落排水、林業集落排水、特定環境保全公共下水道の使用料は、均等割額と人数割額（住民基本台帳に基

づく人員）により算定しています。ただし、次に該当する場合は申請により全額免除又は減額となります。

　①生活保護法の規定により生活扶助を受けている世帯。

　②世帯主等が死亡又は長期の療養もしくは病弱のため就労不可能で特に生活が困難と認められる世帯

　③災害等により使用料を納付することが困難であると認められるとき。

　④火災・風水害その他天災により建物が被害を受け、排水施設を使用できなくなったとき。

　⑤長期の入院、入所等やむを得ない事情により世帯員が不在となったとき。（概ね６か月以上）

★減免申請、認定の流れ

■問い合わせ先　建設課　☎　75－3306

ご存知ですか？水道・下水道料金の減免制度
～町条例で定める給水料・使用料の減免について～

｢使用水量がい
つもより多い」
「水道を使って
いないのにメー
ターが回ってい
る」
建設課へ連絡。

『漏水調査お
まかせ隊』が所
有者のお宅へ。
漏水箇所を調査、
発見。（調査費
は無料です:注）

所有者が「江
府町指定給水装
置工事事業者」
に依頼し、修理

「水道使用水
量認定申請書」
に、修繕工事報
告書、修繕前後
の写真を添えて
申請。

申請内容を審
査し、認定通知
書及び計算書を
送付。

次の検針月の
使用量から減免
する水量を差し
引くことで精算。

上記に該当する事象
が発生。
建設課へ連絡。

「使用料の減免及び
徴収猶予申請書」に必
要に応じて証明書を添
えて申請。

申請内容をもとに事
由を調査し、減免等の
可否を決定。
「使用料減免及び徴収
猶予決定通知書」を送
付。

申請日の属する月か
ら減免を開始。（減免
の期間は、状況により
異なります）

注：漏水が少量の場合、発見できないことがあります。

第９回日野郡新そばまつり

　日野郡の「手打ちそば」のおいしさをPRすると共に、消費拡大と地域ブランドの確立のため、第９回日野郡新

そばまつりが開催されます。手打ちそばの実演・販売・特産品販売など行います。

■日　時　11月11日(日)　午前10時～午後3時　雨天決行

■場　所　日野総合事務所前駐車場（日野町）

■出　店　ヤコブの杖・そば道場　たたらや・ごはん屋ブランチ

　　　　　まちづくり日野・シュッポッポ・日野仲良しグループ

　　　　　そば処・かめや・セルプ日野

■問い合わせ先　日野郡新そばまつり実行委員会事務局

　　　　　　　　田邊眞幸 ☎83－0238　　日野総合事務所県民局 ☎72－2080

　　　　　　　　江府町役場農林課 ☎75－3222
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　10月から来年３月までの間、リサイクルの試験的な取り組みとして小型家電を無

料で拠点回収します。なお、これまでどおり不燃ごみとして収集日に出すこともで

きますが、資源の有効活用を実践し、ごみ減量化へのご協力をお願いします。

■対象となる小型家電

携帯電話、ゲーム機（プレステ、ニンテンドー）、小型ゲーム機（PSP、ニンテン

ドー64）、CD・MDプレーヤー、デジタルオーディオプレーヤー、DVDプレーヤー、

デジタルカメラ、ビデオカメラ、カーナビゲーション、電子辞書、ETC車載ユニット

大きさが概ね「30cm×30cm」の大きさでボックス内に入るものが対象となります。

■リサイクルボックスの設置場所

江府町役場本庁舎１階（自動販売機横）午前８時30分～午後５時15分まで

■注意事項

・家電リサイクル法の対象品目（テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機、

　エアコン）パソコンは対象とはなりません。 

・ビデオテープ、カセットテープ、及びＣＤ，ＤＶＤ等のディスク類は対象には

　なりません。 

・電子・電気機器内の個人情報は消去してから出してください。 

・ショート防止のため電池類は取り外してください。なお、機器内臓の充電可能

　電池は放電してから持ち込みください。

■問い合わせ先　町民生活課　☎75－3223

小型家電を無料で拠点回収します

今年もやります！奥大山旨いもん祭

　今年で３回目の開催となる『奥大山旨いもん祭』。江府町自慢の旨いもんが、紅葉真っ盛りの奥大山スキー場

に集結します。

　江府町の農家・料理研究グループなどが、収穫の秋を迎えた奥大山江府町を盛り上げようと、地元の食材を生

かした料理を出品するほか、江府町の特産品・野菜の販売も行います。おいしい

味・香り・景色に満足していただけること間違いなし。また、会場周辺の広々と

した芝生の上でゆっくりするのも格別です。

■日　時　10月27日(土)・28日(日）

　　　　　午前11時00分～午後2時00分

■場　所　奥大山スキー場特設会場

■問い合わせ先　企画政策課　☎75ー3305
▲昨年の旨いもん祭の様子▲じゃが丸フライ

▲役場に設置された小型家電
　リサイクルボックス

　日野郡産米のPRと美味しいお米の安定生産技術確立のため、食味コンテストが開催されます。当日は食味計の

計測で選ばれた上位４点の食べ比べによる投票ができるほか、各種イベントが行われます。

■日　時　11月11日(日)　午前10時30分～12時

■場　所　JAふれあい村アスパル(日吉津村)

■内　容　食味審査、表彰、新米が当たる抽選会

　　　　　新米おにぎり試食無料配布、パネル展示

■問い合わせ先　鳥取西部農協日野営農センター　　　☎72－0338

　　　　　　　　日野総合事務所農業改良普及所　　　☎72－2028

　　　　　　　　江府町役場農林課　　　　　　　　　☎75－3222

おいしいお米を決めるのはあなたです!!

第10回日野川源流米コンテスト開催



17 平成24年10月号

informationinformation

くらしの情報

「とっとり防災フェスタ2012」開催のお知らせ

　実際の災害や事故の現場で活躍しているヘリコプター、消防車、特殊救助車などを使用し

た迫力ある救助訓練を見学したり、新たな津波被害想定に基づいて沿岸住民の皆様が避難訓

練を行うなど、防災について幅広く学び、考え、行動する参加型イベントです。

■日　時　10月28日（日）　午前10時～午後3時

■場　所　夢みなとタワー周辺（境港市竹内団地）

■内　容

　○総合防災訓練（ヘリコプターによる救助訓練、消防、警察、自衛隊、海上保安庁などによる救急救助訓練、

　　津波避難訓練）

　○イベント（地震体験車での地震体験、煙ハウスの火災体験、防災関係車両・資機材の展示、警察音楽隊の演奏）

　○その他（防災写真展示、自衛隊カレーの炊き出し配布や地元グルメ・物産品の販売）

■問い合わせ先　とっとり防災フェスタ2012実行委員会事務局（県庁危機対策・情報課）

　　　　　　　　☎0857－26－7878　　FAX0857－26－8137

　第64回全国植樹祭開催を来年春に控え、鳥取県西部地区のカウントダウンイベントとし

て、江府町では県内全市町村を記念植樹で結ぶ「リレー植樹」を開催します。

　当日は、江府小学校児童によるブナの記念植樹やトチ、ウリハタカエデ、イタヤカエデ、

ミズナラ、アオハダ、クロモシ、シバグリ、ウワミズサクラ、ヤマボ

ウシといった広葉樹も植える予定です。また記念植樹を希望される一

般の方も募集します。

■期　日　平成24年11月５日（月）午前10時～11時

■場　所　江府町鏡ヶ成　全国植樹祭植樹会場「めぐみの森」

■主　催　鳥取県　第64回全国植樹祭鳥取県実行委員会

　　　　　江府町　第64回全国植樹江府町実行委員会

■問い合わせ先　農林課　☎75－3222

「記念植樹」一般参加者募集
第64回全国植樹祭西部地区カウントダウン in 奥大山・江府町

「ハローワーク米子」の移転について

ハローワーク米子は、イオン米子駅前店ビル４階に移転します。ハローワーク米子駅前相談室もイオン米子駅前

店ビル４階に同時移転します。

■日　時　平成24年11月26日（月）8:30～業務開始　

■移転先　イオン米子駅前店ビル４階

　　　　　米子市末広町311　☎　0859（33）3911

○ハローワーク米子

　業務時間　午前８時30分～午後５時15分

　　　　　　（年末年始及び祝祭日を除く月～金曜日）

○ハローワーク米子駅前相談室は、ハローワーク米子の「若者支

　援コーナー」「マザーズコーナー」として改組し、「よなご

　若者仕事ぷらざ」と併設で業務を行います。

　業務時間　午前10時～午後６時

　　　　　　（年末年始及び祝祭日を除く月～金曜日）

○「よなご若者仕事ぷらざ」（県の運営）もイオン米子駅前店ビル４階に同時移転します。

▲第 64回全国植樹祭式典エリアイメージ
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　学校や子ども達の活動の様子、またたくさんの作

品をご覧ください。

■日　時　10月24日(水)～26日(金)　午前9時～正午

■場　所　鳥取県立皆生養護学校

　　　　　（米子市上福原7－13－4）

■問い合わせ先

　皆生養護学校　支援部　渡部・勝田

　☎　0859（22）6571　　FAX　0859（38）3485

鳥取県立皆生養護学校
学校公開＆作品展

江尾診療所　医科
診療時間変更のお知らせ

　平成24年11月から医科の診療時間が変更になりま

す。

■医科　新診療時間■（平成24年11月から）

※歯科口腔外科の診療時間は変更ありません。

■問い合わせ先　江尾診療所医科　☎75－2055

新着図書案内新着図書案内新着図書案内
♪江府町立図書館♪
平　日　8：30～19：00
土日祝　8：45～17：30

開館時間

＊文学
　今日から歌人！誰でも画期的に短歌がよめる楽しめる本／江戸雪

　ソロモンの偽証(１)／宮部みゆき

＊歴史
　世界史1000人(上)(下)／世界文化社

　日本史1000城／世界文化社

＊ＹＡ（小学校高学年～高校生向き図書）
　＜動物と話せる少女リリアーネ＞

　さすらいのオオカミ森に帰る！／タニヤ・シュテーブナー

＊児童
　いたずらデイジーの楽しいおはなし／ケス・グレイ

　愛蔵版＊ハッピーになれる占い／鏡リュウジ

＊絵本
　ともだちできたよ／内田麟太郎

　今年も読書週間がやってきました。今年の標語は「ホ
ントノキズナ」。本とあなたを繋ぐ絆、本を通して繋が
る周りとの絆――あなただけの、本当の絆を探して、本
の世界へ旅してみませんか？　おすすめ図書展示中です。

『ソロモンの偽証(第Ⅰ部)事件』宮部みゆき
雪をまとって校庭に降り立った悪意。それはさら

なる犠牲者を求めて校舎を彷徨った――。

　５年振りの現代ミステリー全３巻、ついに刊行

開始！ 宮部みゆき、作家生活25周年の集大成。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

★文字・活字文化の日：10月27日(金)

　（75）2005

曜日

月

火

水

木

金

第2・4土

午　前

9:00～12:00

9:00～12:00

9:00～12:00

9:00～12:00

9:00～12:00

9:00～12:00

午後

1:00～7:00

休　診

1:00～5:00

休　診

1:00～５:00

休　診

※第1・３・５土曜日・日曜・祝祭日は休診

案 内 図

　今年もやります、「本のリサイクル市」！
　家庭で不要になった本がある方は、ぜひ図書館へお持
ちください。リサイクル市で活用させていただきます。
　リサイクル市の開催期間は、11月10日(土) ～ 20日(火) 
です。
お引取りできないもの
書き込みのある参考書、汚損のはげしいもの、長編シ
リーズもの、図鑑など。詳しくはお問い合わせください。

☆リサイクル図書 寄贈のお願い☆



町 県 民 税 ３ 期
国民健康保険税５期
介 護 保 険 料 ５ 期
後期高齢者医療保険料４期

　日本年金機構から送られている納付書を添えて金融機関でお

支払いください。

　なお、口座振替の方は、左記期限が振替日です。
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ご
寄
付

11月 NOV EM B E R10月 OCTO B E R 行事カレンダー

今月の国民年金

《10月の納税は》

納付期限 10月分　平成24年11月30日まで

納期限は10月31日(水)です。（口座振替は10月31日）
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日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

防災・情報センター

山村開発センター

山村開発センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

高齢者創作館

防災・情報センター

江尾診療所

防災・情報センター

防災・情報センター

高齢者創作館

防災・情報センター

高齢者創作館

本町5丁目集会所

防災・情報センター

運動公園総合体育館

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

本町5丁目集会所

奥大山スキー場

防災・情報センター

奥大山スキー場

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

山村開発センター

江府町役場

13:30～15:30

9:00～9:30

10:00～11:00

13:30～15:30

10:00～12:00

13:00～16:00

9:30～16:00

19:00～20:30

14:00～15:30

19:00～21:00

13:30～15:30

19:00～21:00

14:00～16:00

13:30～15:30

9:00～12:00

9:30～11:30

13:30～15:30

10:00～12:00

11:00～14:00

9:00～17:00

11:00～14:00

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～17:00

13:30～16:00

9:00～16:00

公民館講座（墨彩画）

農地パトロール出発式

町慰霊祭

住民健診

公民館講座（樹脂粘土）

公民館講座（大正琴）

住民健診

公民館講座（陶芸）

明徳学園

もの忘れ外来

たんぽぽ学級(第7回）

公民館講座（フラダンス）

広域隣保活動（陶芸教室）

公民館講座（和紙折紙）

広域隣保活動（陶芸教室）

広域隣保活動（パソコン教室）

公民館講座（パッチワーク）

高齢者スポーツ大会

1歳６か月児・2歳児健診

健康推進委員会

赤ちゃん健診・BCG予防接種

広域隣保活動（元気クラブ）

奥大山旨いもん祭

町文化祭(作品展示)

奥大山旨いもん祭

町文化祭(作品展示)

町文化祭(作品展示)

町文化祭(作品展示)

町文化祭(作品展示)

農地相談会

消費生活相談室

受付
8:30～10:30
13:30～15:00

受付
8:30～10:30
13:30～15:00

補聴器修理相談会
（中国補聴器センター）

受付
13:00～16:00

受付
13:00～13:30

受付
13:00～13:30

町報9月号P４の「町一斉清掃」の写真
「池の内集落」と記載しておりましたが、
「日の詰集落」の間違いでした。訂正い
たします。

応援ありがとうございます！

平成24
年

10月1日
現在

延申込件数 　50件
（前月比＋14件）

延寄付金額  71万円
（前月比＋12万円）

ふ る さ と 納 税

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

本町5丁目集会所

防災・情報センター

総合健康福祉センター

本町5丁目集会所

本町5丁目集会所

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～12:00

10:00～12:00

19:00～20:30

10:00～12:00

14:00～16:00

19:00～20:30

13:30～15:30

8:30～11:30

13:30～15:30

13:30～15:30

9:30～17:00

町文化祭(作品展示)

もの忘れ外来

町文化祭(作品展示)

町文化祭(作品展示)・音楽芸能発表会

町文化祭(作品展示)

公民館講座（大正琴）

公民館講座（ヒップホップ）

家族の会

広域隣保活動(生花教室）

公民館講座（いけばな）

ぼちぼち倶楽部

第29回解放文化祭

第29回解放文化祭

公民館講座（絵手紙・油絵）

公民館講座（パッチワーク）

公民館講座（押し花）

受付
13:00～16:00

9:00～17:00
10:00～15:00

防災・情報センター
JA江府支所

8:30～21:30
(文芸の部18:30)



10月誕生 地域の宝物10月誕生 地域の宝物10月誕生 地域の宝物 発行月に誕生日を迎えられる満５歳までのお子さんの

写真を募集しています。住所・お子さんの生年月日・

保護者氏名を記入のうえ、30字程度のコメントを添え

て総務課まで郵送、持参、メールをしてください。（保育園編）

地域の子どもは地域で守ろう地域の子どもは地域で守ろう

発行／江府町役場 編集／総務課　印刷／冨士印刷（有）
〒689－4401  鳥取県日野郡江府町大字江尾475
TEL（0859）75－2211　FAX（0859）75－2389
ホームページURL：http://www.town-kofu.jp/
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　10
月
は
食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

読
書
の
秋
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
大
変
過

ご
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
農
家

の
皆
さ
ん
は
、
実
り
の
秋
、
農
作
物
の
収

穫
に
お
忙
し
い
と
思
い
ま
す
。
作
柄
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

　さ
て
、
こ
の
た
び
、
長
年
に
渡
り
町
民

の
足
と
し
て
営
業
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
江
尾
タ
ク
シ
ー
さ
ん
が
、
10
月
末
で
営

業
を
終
わ
ら
れ
る
と
の
連
絡
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
長
年
の
ご
努
力
に
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　町
で
は
、
町
民
、
特
に
交
通
弱
者
の
皆

様
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
日
本
交

通
根
雨
営
業
所
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
運
行
を

こ
の
た
び
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

利
用
者
利
便
の
向
上
の
た
め
、
従
来
の
業

者
支
援
か
ら
個
人
支
援
に
変
更
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
ご
安
心
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

存
じ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
10
月
号
町
報
の

折
込
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
住

民
の
皆
様
に
身
近
な
行
政
推
進
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

おじいちゃん、げんきにな
ってね。

かとう  ゆりちゃん(4才)
ばあばがつくってくれるご
ちそうおいしいよ。

かわかみ  らいむちゃん(5才)
おじいさん、おばあさん、い
つもほいくえんにおむかえに
きてくれてありがとう。

たにだ  はなちゃん(6才)
ばっば、おでかけにつれて
いってくれて、ありがと
う。

さわだ  ののかちゃん(6才)

いつまでもげんきでね。

ながおか  かずまちゃん(6才)
ばあば、だいすき。

むらかみ  りのちゃん(3才)
ばあば、おむかえにきてく
れてありがとう。

かわかみ  しおんちゃん(3才)

おばあちゃんだいすき

うらべ  りょうちゃん(3才)
まだ赤ちゃんなのでお話が
できません。もう少し待っ
ててね。

わたなべ  しずやちゃん(1才)
まだ赤ちゃんなのでお話が
できません。もう少し待っ
ててね。

もりた  ほのちゃん(1才)

おじいちゃん
おばあちゃんへ
　一言

あれ？これはなす？

（新道　石原さん）


